
人数

シートベルト

対象者
２３２人

シートベルト

非着用
８８人

生存可能死者 ５１人

人数

シートベルト

対象者
２５人

シートベルト

非着用
３人

生存可能死者 ２人

人数

シートベルト

対象者
３４人

シートベルト

非着用
２０人

生存可能死者 １７人

 

 

 令和８年４月10日

 深 川 警 察 署

交 通 課
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～めざせ 　 安全で安心な北海道～

運転者

→非着用者の５８.０％が
　生存可能性あり

助手席

→非着用者の６６.７％が
　生存可能性あり

後部席ほか

→非着用者の８５.０％が
　生存可能性あり

全席シートベルトの確実な
着用をお願いします

令和３年～令和７年までの５年間で、北海道内において発生した

交通事故死者のうち、四輪乗車中の死者のシートベルト着用・非着

用状況、非着用死者の生存可能性状況は、下のとおりになります。

過去5年間の交通事故死者数 ５９９名中

ύ̵ᾌᾝᾯᾌἸẩभ᫐ṛṚαὣᢩἙ὜؞Ἕ௑Ἑἰפᓞ৮ἝἓὛ὏ἪẪ
᣸Ἴ΅ἴἰ὚״΅ᒊҹـἝẩ὏Ἣ಄ԕἼύ̵ᾌᾝᾯᾌᇎᄄὣẪ

『生存可能性がある』とは、当事車両の破損程度から
生存空間が認められ、シートベルトをしていたならば生
存していたと推測されることをいいます。


